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小学生積割 り活動について
小 学 生担 当 よ り

船 形 学 園 の活 動 の 中 に “横 割 り活 動 ” とい うもの が あ ります 。 横 割 り活 動 とは 、小 学 生 ・中学 生 • 高校 生 の年

齢 ご とに分 かれ て活 動 す る もの で 、今 回 は小 学 生 の横 割 り活 動 につ い て紹 介 を した い と思 い ます 。今 年 の活 動 の

内容 は近 隣 の海 辺 に遊 び に行 った り、 園 内 で キ ャ ンプ を した り、ハ ロ ウィー ンで仮 装 大 会 を しま した。

9 月 に は園 内 の グ ラ ウン ドで 1 泊 2 日の キ ャ ンプ を しま した。 キ ャ ンプ を行 うに あ た り、事 前 に何 度 か話 し合

い を行 い 、約 束 事 や ス ケ ジ ュール な どを決 め ま した。ま た 、そ の話 し合 い の 中で 夕食 はカ レー を作 る こ とに な り、

カ レー に入 れ る具材 な ども 自分 た ち で決 め ま した。 カ レー は甘 口 と辛 口の 2

種 類 作 る こ と とな り、子 ど もた ちか らは 「トマ トや えの き の入 っ た カ レー を

食 べ た こ とな い か らい れ て み た い 」 「ゆで卵 も作 って一 緒 に食 べ た い」 な どい

ろい ろな意 見 が あが りま した。

当 日は、昼 頃 か らキ ャ ンプ活 動 を開始 、 高 学 年 はテ ン トを立 て る と ころか

ら始 め ま した。 そ して 、小 学 生全 員 で の カ レー 作 りが始 ま りま した。 材 料 の

買 い 出 しや 火 起 こ しな ど小 学 生 主 体 で行 い 、 お い しい カ レー を作 りま した。 2 種 類 の カ レー を交 互 に食 べ た り、

混 ぜ て食 べ てみ た りと試 行 錯 誤 ! 「お い しい ! 」 と子 どもた ち は とて も満 足 そ うで し

た。そ の後 は花 火 をや って テ ン トで就 寝 しま した。初 め て テ ン トで寝 る子 もい て

興 奮 して寝 付 け な か った よ うで した。

2 日 目は レク リエ ー シ ョン を楽 しみ 、 昼 食 時 に は流 しそ うめ ん を しま した。

麺 をた く さんつ か ん で一 生 懸 命 食 べ て い る子 もいれ ば、麺 をつ か む の に苦 戦 し

て い る子 と様 々で した が 、デ ザ ー トの か き氷 も含 め、み ん なお腹 一杯 食 べ られ ま

した。 最 後 に キ ャ ンプ の振 り返 りを して 、子 ど もた ちか らは 「思 いや りの あ る行 動 が

た く さん あ って よか っ た」 とい う意 見 が多 く挙 が りま した。

小 学 生 の横 割 り活 動 で は、小 学 生 が思 いや りの気 持 ち を持 って行 動 で き る よ うに常 に子 どもた ち に話 し、子 ど

もた ち も意 識 して行 動 して い ます 。 ま た 、 日常 で は な か な か経 験 で きな い よ うな こ とを経 験 させ て あ げ る こ とも

目的 の一 つ で あ り、経 験 を通 じて い ろい ろな知 識 がっ くよ う活 動 を して い ます 。

今 後 も様 々 な活 動 を通 して 、子 どもた ちの持 つ 思 いや りの あ る気 持 ち を伸 ば しつ つ 、い ろい ろ な こ とを経 験 し

て い け る よ うな活 動 を続 けて い きた い と思 って い ます 。



園長挨拶
園長 山本 国男

日頃 、東 京都 船 形 学 園 の運 営 にあたりまして、ご協 力 、ご理 解 いただきありがとうございます 。祭 礼 の際 や 夏 休 み 期 間

中の行 事 など、船 形 学 園 の児 童 たちに格 別 の配 慮 をいただき、この場 をお借 りいたしまして御 礼 申し上 げます 。

これ か ら年 の瀬 を迎 え、児 童 たちも巣 立 つ者 、新 たなステップ に進 む者 等 、様 々な準備 に取 り掛 かる時 期 でもあります 。

皆 様 には、今 後も変 わ らぬ支 援 をいただきます よう、お願 い致 します 。

さて、船 形 学 園で約 一 年 半働 いて感 じたことをひ とつ • • ・。行 動 の裏 には 、その人 の価 値 観 がある」 とい うことを知 って

いなけれ ば 、関係 がうまくいかないことを理解 して欲 しい と思 っています 。

彼 らの行 動 の価 値観 には 、常識 と考 えられ ているようなことでも、気 が付 いたり、配 慮 したり、気 持 ちを寄 せ たりす ること

ができないことがあります 。これ らは、生 い立 ちや 経 験 のなかで学 ぶ機 会 が無 かったので 、彼 らの 常識 や価 値 観 には存在

していなかったり、理 解 ができなかったりす るのです 。そんな視 点 で見 ると、いろい ろ納 得 していなかったことが納 得 できる

ようにならないでしょうか。それ が理 解 できると、コミュニケー ションのとり方も、ちょっとした工夫 変 わってくるのではないか と

考 えています 。

こうした 中で 、私 が話 しをしていくうえで心掛 けているのが 、

① 自分 が間違 っているかもしれ ない と常 に 自分 を疑 うこと

② 世 の 中 には絶 対 的 に正 しい意 見 なんてない と認 識 す ること

③ 正解 は沢 山あり、一 つ じやない と認 識 す ること

以 上 の3点 です 。他 人 とよく揉 めてしまう人 はこの3点 を意 識 す るだ けでだいぶ 改 善す るので はないか と思 います 。

地城交流 ～房州うちわ作りました～
今 年 度 、11月 に行 われ た地 域 交 流 行 事 で は地 域 の方 を交 えて、子 どもたちが3大 うちわの一 つ と言 われ る房 州 うちわ

作 りに挑 戦 しました ! ! 講 師 の方 に作 り方 の説 明をしてもらい 、自分 の好 きな絵 柄 を選 ぶ と子 どもたちは真剣 な表 情 で作

業 に取 り組 んでいました。

「何 で冬 なの にうちわ作 るの ? 」と首 を傾 げていた子 どもも、’’大 切 に使 えば 10 年 、20年使 えるうちわ ’’だと聞くと夏 に

使 うことを楽 しみ にしていました。待 ちきれ

ず に早 速 うちわで遊 び始 める子もいて

とても楽 しめたようです 。



蛤形 学

7 / 2 3 江戸つ子林 ドッジボー

小 学 生 は夏 休 み に入 っ て す ぐに東 京 の 墨 田 区総 合 体 育 館 で行 わ

れ る江 戸 つ子 杯 ドッジ ボー ル の部 に参加 して きま した。 この 日の た

め に ドッジ ボ ー ル の練 習 を 2 か 月 ほ ど続 けて き ま した。 「チ ー ム プ

レー を大切 に」 と子 ども同 士 で声 を掛 け な が ら練 習 した成 果 もあ り、

ベ ス ト8 ま で勝 ち進 む こ とが で き ま した。子 どもた ちが一 生 懸命 プ

レー す る姿 が とて も印象 的 で した。

7 / 2 8 。2 9 船形地区合同祭礼

毎 年 恒 例 の夏 の イ ベ ン トの 地 区祭 礼 に今 年 も参加 して き ま した。 子 ど もた ち は

汗 を流 しな が ら山車 を 引 つ張 りま した。 夜 は近 隣 の道 路 が歩 行 者 天 国 とな り、 た

く さん の 山車 が 引 かれ ます 。 子 ど もた ち は 出店 で 買 っ た お や つ や ジ ュー ス を食 べ

な が らそ の迫 力 に圧 倒 され て い ま した。

8 / 2 合同水泳

船 形 学 園 の近 くに あ る海 水 浴 場 ま で歩 い て行 き、海 水 浴 を して き ま した。 職 員

と子 どもでペ ア とな り、 子 ど もに合 わせ て深 い 場 所 ま で泳 い で行 っ た り、 浅 い と

ころで楽 しん だ り して い ま した。 ま た 、休 憩 時 間 に は ス イ カ割 りを しま した。 順 番

に棒 を もっ て 目隠 しを した状 態 で歩 き始 め ます 。見 て い る子 ども も手 を鳴 ら した り大 きな声 を出 した りして 、ス

イ 力 が割 れ る よ うに協 力 して い ま した。割 った スイ カ はす ぐに食 べ ま した。子 どもた ち は とて もい い笑 顔 で した。

忍月 宿泊 レクリエーション

8 月 の夏 休 み を利 用 して 、部屋 ご とに宿 泊 の お 出 か け を して きま した。 学 園 全

体 の行 事 も とて も楽 しい の です が 、部 屋 で のお 出 か け は 、行 きた い とこ ろに行 き

や す い の が い い と ころです 。 夏 休 み の前 に行 きた い場 所 や 日に ちな どを職 員 と

子 どもた ちの話 し合 い で決 めて 、 そ の場 所 へ お 出 か け します 。

今 年 はデ ィズ ニ ー ラ ン ドや 都 内 の遊 園 地 、 ラ ウ ン ドワ ン な どに行 き

ま した。 当 日は朝 早 くに学 園 を 出発 し、 一 日中遊 び 通 しで す 。 2 日

間 遊 び っ ぱ な しで あ るた め 、 帰 って く る時 は ぐっ た りと して い た の

です が 、 とて も楽 しか った と皆 、言 って い ま した。



ノ

株 式会社 大和 フー ズ焼 肉 DINING大和館 山店 さんに招待 していただ き、焼 き肉 を食 べ に行 きま した。

テー ブル にた くさんのお 肉 と野菜 が並 んでお り、子 どもた ちは興 奮 してい ま した。幼児 か ら高校 生 まで参加 させ てい

ただ き、お い しいお 肉 を ごちそ うにな りま した。子 どもた ちは、お腹 い っぱい食 べ られ て とて も幸せ そ うな表 情 を し

ていま した。子 どもた ちは 口々に 「また行 きたいね ! 」 と言 ってい ま した。

焼 肉 DI NING大和館 山店 さん、美 味 しいお 肉 と楽 しい食 事 、素敵 な機 会 を作 っていただ きあ りが と うござい ま した。

またお店 に伺 いたい と思い ます !

学 園 に新 しい遊 具 がや って きた ! \

このたび 、船 形 学 園 の グ ラ ウン ドに特 定非営利 活動 法人 プ レイ グラ ウン ド ・オ

ブ ・ホー プ様 の紹介 で、 ヒル トン東京ベ イ様 よ り遊 具 を ご寄 贈いただ きま した。

この遊 具 はプ レイ グラ ウン ド ・オブ ・ホー プ様 の支援 事業 で、東 日本 大震 災 の被

災地 をは じめ、全 国の児童養護施設 に子 どもの遊 び場 を提供 され てい ます。また、

遊 具 の寄贈 だ けで な く、砂場 の整備 や サ ッカー ゴール のペ ンキの上塗 りな ども し

ていただ きま した。設 置 が完 了 した 日には、 B B Q でハ ンバ ー ガーや ホ ッ トドッグを振舞 って下 さ り、み んなで美 味

しくいただ きま した。 そ の後 、 さっそ く新 しくで きた遊 具 で遊 び ま した。 とて も楽 しい時 間 にな りま した。 プ レイ グ

ラ ウン ド ・オ ブ ・ホー プ様 、 ヒル トン東京ベイ様 ど うもあ りが と うございま した。

ノ
ボ ランテ ィア さん大募集 I

あ な た の趣 味や 特 技 を生 か してみ ませ ん か。

船 形 学 園 で は、 学 習 指 導 を して くだ さる方 、子 どもた ち と一 緒 に遊 ん で くだ さる方 、

行 事 のお 手伝 い を して くだ さる方 な どの各 種 ボ ラ ンテ ィア を募 集 して い ます 。 お 問 い

合 わせ ・お 申 し込 み は 支援 グル ー プ 中河 ま で ご連 絡 くだ さい。
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編集 後記

師 走 に入 り、 い よい よ慌 た だ しく毎 日が過 ぎて い く季節 とな り

ま した。 皆様 お変 わ りな くお過 ご しです か。 地域 、 関係 機 関、

保 護 者 の皆様 には、いつ もご理解 とご協 力 を頂 き誠 に あ りが と

うご ざい ます。

さて 、船形 学 園 の広 報誌 で あ る 「さざなみ」 です が 、今 号 は学

園で レイ ア ウ トな どを作成 しま した。 お 見苦 しい点 も多 々 あ る

か と思 い ます が、 ご愛読 の程 よろ しくお願 い致 します。 様 式 は

変 わ りま した が、 これ か らも学 園 の様 々な様 子 をみ な さん にお

伝 え して い けれ ば と思 い ます。

この号 に関す るお 問 い合 わせ は、船 形 学 園広 報担 当者 までお願

い致 します。

第 5 1 号編集 長


